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学校だよりふるさと
２学期も、あと２週間となりました。６月下旬から始まった新型コロナ感染症の第５波。そして、緊急事態宣言中の

厳戒態勢で２学期が始まりました。８月末の職員会議では、２学期の学習・行事をどう進めていくか、日課・感染防止

対策や職員の体制を、長時間にわたって話し合いました。その時は、１２月に今のような状況になっていることを、想

像すらできない状況でした。緊急事態宣言が解除されて間もなく２か月が過ぎようとしていますが、本校では１０月か

ら感染拡大防止の対策をとりながら、様々な教育活動を行ってきました。１・２年生の宇都宮動物園への校外学習、３

年生の栃木市内めぐり、６年生の福島県への修学旅行など、保護者の皆様のご理解とご協力のもと無事に実施すること

ができたことに感謝申し上げます。また、来週月～水曜日には、２年ぶりに２泊３日で５年生の臨海自然教室が予定さ

れています。

今年を振り返ると、昨年同様新型コロナウイルスに振り回された１年であったともいえます。新しい生活様式である

手洗い、マスクの着用、ソーシャルディスタンスもすっかり我々の生活に定着したように思います。この数か月、感染

状況は下火になり少しほっとしていますが、第６波の可能性が消えたわけではなく、まだまだ心配な状況には変わりあ

りません。今後も感染拡大防止対策を取りながら教育活動を続けていきたいと思います。これから年の瀬を迎え慌ただ

しい日々が続きますが、今後も子どもたちへの温かい見守りと言葉かけをどうぞよろしくお願いいたします。

「学校だより９・１０・１１月号」で、紹介できなかったものです。また、千塚小ＨＰ（ホームページ）の

「学校ニュース」のコーナーには、毎日の給食や各学年の学習、学校行事等を中心に記事をアップしています。

「学校からの連絡」や「学校ニュース」は、スマートフォンからもご覧いただくことができます。本校ＨＰは、

もうすぐ１００万アクセスに達する閲覧数です。
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職員評価は、４５項目中２８項目（６２％）で昨年度よりも０．１ポイント以上高くなっています。また、保護者や児

童の評価は、Ｒ元～Ｒ２年度（保護者７９％・児童８４％アップ）の評価をほぼ維持した結果となりました。特に、職員

の学級経営・授業・児童指導に３者の高い評価をいただけたことを嬉しく思うと同時に、今後も職員間で共通理解を図

り、組織的に推進していきたいと考えます。「学校が楽しい」の項目で、保護者・児童評価が下がってしまったことを、

重く受け止めています。評価実施が緊急事態宣言解除後の１０月下旬で、ようやく教育活動が動き始めた時期でもありま

した。今後、コロナ禍での「本校ならではの特色ある教育の充実」に向けて、今年度の反省や保護者・学校運営協議会委

員の皆様の評価やご意見を取り入れ工夫・改善を加えながら、計画・実施していきたいと思います。
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